日本語テクスト分析Ⅲ（三角洋一）シケプリ

　＊現代語訳や詳しい人物相関図などは教科書で見ましょう。試験は持ち込み可なので買わなきゃ損。角川ソフィア文庫の源氏物語第十巻(浮舟～夢浮橋)です。ついでに縦書きなのは、これの方が感じ出るから。
一、源氏物語の注釈書の歴史　
一〇〇〇頃　紫式部著…仮名文字の発展や伊勢、竹取物語の影響。
一〇三〇頃　更級日記（菅原孝標女）…五十数巻の源氏物語が存在すると作中に示される。
一一〇〇頃　堀河期…従来物語は男性から軽視されていたが、女との話題作りやら諸々の事情で見直されていき、教養の一つに。多分この頃。
一一七〇頃　世尊寺伊行「源氏釈」…注釈の始まり(執筆当時の歌や表現に分からないところが出てきたため)

一二三〇頃　藤原定家「奥入」…引歌・引詩から注釈が付けられる。引歌表現とは昔の有

名な歌から一部を抜粋し、文中や歌にそれと同様の意味

を持たせるもので、例えば「玉藻に遊ぶ」というある歌
の一部を抜粋すると、表面ではのんびりしているが心の
中は恋により休む間もないという表現になる。

一二九〇頃　素寂「紫明抄」…考証・準拠(事実をふまえて物語に加える)が行われる。
　　　　　　　　　　　　　　素寂は河内守源光行の子だが、兄の親行とその息子行阿もそれぞれ「水源抄」「原中最秘抄」を残した。

一三六二頃　四辻善成「河海抄」…それまでの注釈書を吸収した上で自分の意見を加える。

＊ここまでが古注の時代で以後旧注・新注と続く。

　因みに室町以前は河内本源氏物語という長ったらしいものが源氏物語の主なバージョン

　だったが、室町以降は藤原定家が手を加えたシンプルな青表紙本が主流になり、現在ま
で読まれている。
一四七二　一条兼良「花鳥余情」
一五一〇　宗祇・肖柏「弄花抄」
一五二八　三条西実隆「細流抄」…文脈理解や鑑賞。連歌の参考としての見方も。

一六七三　北村季吟「湖月抄」…これが旧注の最後。旧注の特徴としては貴族だけでなく連歌師も注釈をつけるようになったこと。

一六九六　契沖「源註拾遺」
一七九六　本居宣長「玉の小櫛」…湖月抄に基づいて注釈。

＊ここまでが新注（近代注）で、庶民の中からも注釈をする人々が現れた。

· ちなみに何故古・旧・新の三区分かというと、後にも出てくるが中国の仏教経典の翻訳
において隋までの経典の訳を古訳、唐の玄奘までの訳を旧訳（くやく）、それ以降を新訳といったから。

[宇治十帖]　　
光源氏亡き後の、源氏の息子(本当は違うけど)の薫と、源氏の孫の匂宮が中心となる話。橋姫～夢浮橋の計十帖からなる。帖とは冊子本の数え方で、巻子本だと巻となる。
〔匂宮三帖〕　宇治十帖にはいる前の匂宮・紅梅・竹河の三帖で今後の物語の構想を練る　
　　匂宮・・・匂宮と薫の元服とかの話。
　　紅梅・・・源氏のライバル頭中将の跡取りの話。
　　竹河・・・頭中将と夕顔の子である玉鬘のその後の話。

〔宇治十帖〕

○とりあえず主要な登場人物紹介

薫(右大将)…宇治十帖の主人公。女三の宮と柏木との間の不義の子。物静かで誠実、厭世的な面も。鎌倉時代の人々が選ぶ理想の男性№１に選ばれる。誠実さがその理由だとか。でも結構腹黒い。また、坊ちゃんなので詰めが甘い。
匂宮…好色家で今上の子とは思えないほどの行動力。確実に光源氏の血をひいている。

宇治の八の宮…故朱雀院や源氏の異母兄弟だが、政争に敗れ宇治でひっそり暮らす。仏門修行に打ち込み、その縁で薫と知り合いに。娘思いのいい親父だが、妻の死に傷心して妻方の親戚の中将の君(浮舟母)に手を出し、飽きたら捨てるという結構ひどいオッサン。
宇治の大君…八の宮の長女。早くに母を亡くしたので妹の母親的存在でもある。薫に惚れ
られるが断る。

中の君・中の宮…妹のほう。薫の策略で匂宮と結婚。物語当初は中の君が薫と匂宮の板ばさみとなり自殺する予定だったが、その代わりに浮舟という存在が生み出される。
浮舟…大君・中の君の異母姉妹。ついてない。身分は高くない。自殺未遂を起こし最終的

に出家。
大輔の君…二条院側の中の君のお付の最高責任者

弁の尼…大君・中君の後見人。中の君が都に出てからも宇治に留まる。

右近…浮舟の付き人。
○橋姫～東屋までのあらすじ
・薫、八の宮とその二人の娘と知り合う。

・薫、大君に求婚するも断られ中の君との結婚を勧められる。しかし腹黒薫は匂宮とすり替わり中の君と一夜をともにさせ、二人を結婚させる。大君ショックを受ける。
・匂宮、親から禁足令を出され宇治の中の君のもとになかなか通えず。それにより大君は更に男性不信に陥り、容態悪化、亡くなる。

・薫、大君の面影のある中の君と結婚しなかったのを今更後悔。
・匂宮、夕霧の自慢の娘六の君と結婚。二条院に中の君を引き取る＊１
・中君、懐妊。男児出産。
・中の君、薫の自分への恋情を知り、異母妹の存在を薫に教える。
・中の君のところに預けられていた浮舟に、匂宮が手を出そうとするが未遂。その後も浮舟のことに固執する。
・薫(匂宮が浮舟に粉かけたことは知らない)、中将の君に申し出て浮舟を隠し据える＊２

＊１　この時代の結婚は通い婚が主流。匂宮は六の君には婿通いし、その実家の後ろ立て　　　

　　　を受けているので頭が上がらない。だが中の君の場合、匂宮は二条院の自分の屋敷に引き取り据えているため、女性のほうからすると立場がないし、匂宮の愛情次第でどうにでもなるという不安定な位置にある。
＊２　薫と浮舟のように身分差がある場合は、世間の目もあるから乳母の家などに隠し据えることがある。更に身分が低い場合には召人(めしうど)として側に置くこともある。
○豆知識・死ぬ人によって変わる死ぬときの呼び方

　崩(御)…天皇・中宮・皇后　　　　　　　　　　　　　　　　
　コウず(身罷るとかいう意味の漢文によく出てくる字)…公家　　　寂…坊さん
　卒(しゅっす)…殿上人以下　　　　　　　　　　　　　　　　　　死…庶民
○豆知識・旧暦

　太陰暦３５４日、三年に一度閏月で同じ月を二回設ける。太陽暦もある。
　二十四節気…十五日で呼び方が変わる。

〔浮舟の巻〕
＊本文の詳しい内容は教科書の全訳見てください。以後は授業中に補足されたこと。

一、匂宮と中の君と薫

　・匂宮が中の君に浮舟のことを教えてもらえずに不機嫌になるところは、匂宮にしてみれば召人にする可能性もあったので決して不当な言いがかりをつけているのではない。
　・引歌表現…Ｐ２０の十一のようなもの。定家の注釈のところで説明していますが、有名な古歌を自分の文章に引きふまえて表現し、その箇所の情趣を深め広める表現技法だと広辞苑が言っています。
　・女の人の呼び方

　　～の上・・・紫の上、葵の上など

　　～の御方・・・上より１ランク下の呼び方。明石の御方など。

　・Ｐ２０からもわかる薫と匂宮の違い

　　薫…世間体を気にして、浮舟を引き取るのに時期が来るのを待つ。
　　匂…さっさと中の君を引き取る。

　・Ｐ２１、中の君の悩み、反省
　　前提…椎本巻。八の宮が薫に姫君たちの後見を依頼し、それに対し薫は生きながらえ

　　　　　ることになったらお世話すると約束。また、八の宮は姫君たちに

　　　　「過ぎたまひにし御面状に軽々しき心ども使ひたまふな。おぼろけのよすがならで、人の言にうちなびき、この山里をあくがれたまふな。」

　　　　訳、亡くなった母君の恥になるような行いをなさるな。しっかりとした男と結婚して都に出て行くのではなくて、たいしたこともない男の言葉になびいてこの山里から出て行くな。

　　　　　という遺訓を残す。

　　　　　　　　　　↓

　　　　いい加減な男と結婚して苦しんでいる中の君の反省、悩みにつながる。

二、正月、宇治より贈り物、匂宮の推察

　・年中行事…本来は宮中で行われた行事。　　ｃｆ、鎌倉からは将軍家が
　　　　　　　種類は大まかに二つあり、

○一年単位の宮中の行事

○人の一生における通過儀礼や人生儀礼

　　　　である。正月に年をとる数え年は意外に便利で、赤ん坊の場合は生後何日　　　　　

　　　　　　　で数えて行事をする。
· Ｐ２２で宇治からきた贈り物と文について

年の暮れは一年の反省をし、年明けにはお互いに祝うという当たり前の風習から。

紙の種類

鳥の子…卵色　　　　　　　　　　檀紙

薄様…薄くすいた紙　　　　　　　陸奥国紙…事務的

文の種類
　　立文…真面目、事務的、形式的

　　結び文…男女の間で。風流

この文は二条院にいる中の君と大輔の君にあてて宇治から送られたもので、緑の薄

様は浮舟が、立文のほうは弁の尼がかいた。匂宮のことを考慮して大輔宛て。
　・Ｐ２４の歌
　　物名歌、隠し題…その名の通り物の名を読みこんだものだが、ここでは添えた物にかこつけて違った意味を読み込んだものとか何とか。贈り物をする際の知的遊戯。

三、匂宮、大内記と宇治へ行く

　・Ｐ２５、不断経…坊さんが交代制でずっと経を読む。
　・三昧…梵語の音訳。もともとの意味は集中とか。　　　　ｃｆ、意訳＝翻訳

例、ヴィマラキールティー(俗世界で生活する聖人)は音訳では維摩詰

　　意訳のうち旧訳では浄名(居士)、新訳では無垢称となる。

　＊因みに旧訳とはクマラージュが訳したもので、同時代の「文選」などのように格調高い文でないと文学でないと考えられたため正確な文章という点よりも漢文として見劣りしないという点が重視された。
一方の新訳は唐代に玄奘がインドから経をもってきて翻訳したもので、素直な文章で話し言葉的である。

　　　　・Ｐ２７、時間の区切り方…宮中のみ。一般には適当に区切った。

　　　　　　子…２３～１時　丑１～３時　寅３～５時　卯５～７時　辰・・・　

　　　　　　更にそれぞれが三十分ごとに区切られ、例えば丑三つ時は２時～２時半。

　　　　　　丑と寅の間が一日の境、日付の変わり目で、寅・卯は夜明け時
　　　　・Ｐ２７、乳母子時方→蔵人から五位に。
　　　　　蔵人は令外官で六位、つまり従五位下の地下であり殿上人ではない。

　　　　　また、非蔵人は定員外の蔵人。初めて従五位下に叙せられることは叙爵という。

　　　　・心中思惟、心中語、内語・・・地の文、草子地

　　　四、匂宮、すき見

・Ｐ２９、京の前常陸介邸に浮舟母の中将の君がおり、浮舟は京の母の家に迎え
られて、合流し、石山詣でしてしばらく京の屋敷に滞在する予定。乳母の提案。
　　　五、匂宮、薫のまねをして入り込む

　　　　・別人を装って逢うことはあり得たか？・・・よく分からない。
　　　　　　○薫と匂宮は親友

　　　　　　○中の君の一件

　　　　　　○薫の浮舟母への申し入れ。身分違いの恋(情けをかける恋愛)

　　　　　　　　　↓

　　　　　特殊な状況。実際の状況ではおきない。

　　　　＊色好みの男が他の男のふりをして逢うことはあった。

　　　　伏線…匂宮巻
　　○薫は生まれついて芳香を放つ

　　　　　　　○匂宮は負けまいと薫き物に熱中する。

　　　　　　　　　　　　　　↓　二人ともいい匂い
　　　　　　相手の顔もよく見えないので右近もすっかりだまされる。

　　　　・Ｐ３１、夜歩き…周囲のものは心配し、たしなめる。
　　　　　　　○流行病・・・夜歩きするとかかりやすい。

　　　　　　　○盗賊被害
　　　　前提…落窪物語巻一、道頼の少将が落窪の君のもとに通う場面
　　　　　　　当時の結婚…三日通って婚姻成立。三日の夜に餅を一緒に食べる。

　　　　　　　第三夜、土砂降りの中落窪邸へと向かう途中、右門守の一行と遭遇、後ずさりして尻もちをついた際、牛ふんの上へ。それでも通って婚姻成立。ちゃんちゃん。
　源氏物語　総角巻…中の君との第三夜、匂宮は母から夜歩きを注意され宇治には行けなくなりそうだったが、薫の助けで通えた。

　　　　　　　　　　それによって、みっともない、ひどい目にあわずにすんだ。

　　　　　　浮舟巻…匂宮は、ひどい目にあったと嘘かもしれないが言っている。

○このどちらにおいても、読者は｢落窪物語｣を思い浮かべるという仕掛け。

・Ｐ３２，夢をみている様な…現在と違って、マイナスのイメージで使われることが意外と多い。
六、匂宮居続け、右近働く

・Ｐ３３、６～７行目…匂宮の心中シーンから語り手の語りに半分なっている。
　　　　　　　　　　　自尊の敬語ではない。

・Ｐ３４，物忌み

　　陰陽道…ある方向に行ってはいけない、外出してはいけない、等々。

　　　　　　三日の物忌み、四十五日の物忌みとか。
　　　　　　すだれに｢物忌み中｣の札をかけておく。

　迷信というよりは一つの生活のリズムで、生活的にも精神的にも役に立っていた。
・Ｐ３５，女性の物詣で…外出の機会が少ないので、気分転換になる。

　　　　　　土忌み(屋敷の中で工事があるため余所に滞在しなくてはいけない)や
　　　　　　方違へ(その方向に向かうことが出来ないので前日別の家に滞在)もよ
い外出の機会に。
　・京の都の範囲…東は東京極通り、西は西京極、北は一条、南は九条まで。

　・Ｐ３６，恋愛で二人の場面になると、人物名でなく男・女と語るようになる。
・Ｐ３６，右近が月経を理由に石山詣でを断る場面

　　ｃｆ、「落窪物語」巻一…あこき（落窪のお付）が石山詣でを断る場面との類似
　　前回の件といい、落窪物語をふまえている。

七、女と宮との相思

　・浮舟が中の君や六の君に比べ劣っている…×審美的　○贅沢、豪勢さ、華

　　浮舟・・・中将の君の私的財産のみ。
　　中の君・・・匂宮の愛情　　　六の君・・・夕霧の財力

　・Ｐ３７，匂宮が薫より高貴とされる訳

　　　匂・・・今上の子。

　　　薫・・・母方は内親王で世間的には高貴だが、匂宮と比べると劣る。
　・Ｐ３７，手習いとは

　　　　　　　　　　○多くは古歌を書くこと。自分の気持ちにピッタリの歌を選び書く。

　　　　　　　　　　○自詠の歌
　　　　　　　　　
　○手習い文

　　　・書道　
　　　・相手に気持ちが通じやすい。会話以上。

　　　・歌の中では身分差をこえられる。

・九〇〇年代…和歌、作り物語、歌物語→仮名文学は女性が育てていった。　

　　女性は文通を通じて自然描写、心理描写が豊かになっていき、男性の書き手から女性の書き手へと変わっていく。

Ｐ３８，源氏…何をやっても上手いが絵に執着、絵は趣味。

　　　　　　　絵合巻での須磨絵日記など。

　　　　　　　　　　　　↓

紫式部の趣味？道綱母も絵が好きと女流作家は絵が好きなのか。という絶対に試験には出ないであろう話。

Ｐ３７，３８　先生による各和歌の適当な訳

匂…長い恋愛関係でいようと末永く約束したいが無常なのが悲しいなあ。

女…人の心も定めがたい、命も定めがたいと私は思うけれど、相手の心が定まらないこと　　

　　を嘆かなくていいならどんなにいい世だろう。
〔過去問とその傾向〕

例年の形式としては、語句の説明(２～３行)が４問、宇治十帖や授業でやった巻、登場人物についって自由に論評するのが１問です。論評については前もって考えておくと楽。
持ち込みは全て可なので辞典や解説書、某少女マンガなど持って来ましょう。シケプリなんかより役に立ちます。ブックオフへ郷ひろみ。

試験日は一月三十日。

○過去問　扱っている巻が違いますが参考程度に。
　０３冬

１、次に挙げる項目について簡潔に説明せよ。
　・御八講

　・「おぼつかな」の歌の典拠

　・薫の芳香のイメージ

　・召人

２、宇治十帖ないし薫、匂宮などの人物、匂宮巻について自由に論評せよ（裏面も使用可）

９９冬

１、・引歌　

　　・二条院と三条宮

・夕霧の六の君

　　・宿木巻の前半部分

２、宇治十帖の範囲内で、宇治十帖、宿木、早蕨などの各巻論、薫、匂宮、中の君、今上などの人物論ほか、自由に論ぜよ。

以上の過去問をふまえると今回は、婿通いと据えるの違い、文の種類、物名歌、落窪物語でも出るんでしょうか。試験のヤマ当たったことないですが。物名歌の説明やＰ２７周辺については多少適当なところがあるので後で変更するかもしれません。すみません。
というかまだ授業が残っているので後で追加します。何か知らないけど早目の提出。持ち込み可なのに・・・。シケプリの意味無いのに・・・。うちのクラスの人が全員欠席すればいいですね。月一なんだからユー達寝過ごしちゃいなよ。
